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１．はじめに 

海岸に漂着するゴミが、海岸の環境を悪化さ

せる要因として問題となっている。日本に漂着

するゴミは、年間で 15 万トン[1]にものぼると

されており、漂着する海ゴミの内容は、木材、

ガラス、プラスチックなど多岐にわたる。1980

年代ごろより、ブラスチック由来の化学物質が、

海や川などから検出されているが、発生原因は

解明されていない。このような背景から、筆者

らは、ブラスチック由来の化学物質を対象とし

て、国内外で調査を行ない、報告[2][3][4]を行

ってきた。しかし、データの化学分析、統計処

理は、時間的なコストがかかる。また、海水温

や砂温などのデータは、調査時にノートなどに

記入した後、デジタル化するため、調査を直接

行った者がデータ入力まで行う必要があり、解

析の効率を勘案すると、問題がある。一方、こ

れら調査データは、調査結果を簡単に閲覧でき

るシステムがないため、学術的な数値データと

して存在するだけで、誰もが、海洋・沿岸域の

状況について、見ることができない。 

そこで本研究では、調査、分析の効率化、環

境問題に関する社会への情報提供を行う目的と

して、プラスチックを対象とした海洋汚染調査

データベースの開発を行った。 

 

２．調査項目 

現地調査で測定している項目は、図１に示す

ものである。表中 A の部分が、調査地に関する

データ、B の部分が、調査時の気温や水温など、

基本的な物理データ、C の部分が、採水、採砂を

行い、後日、化学分析を行った結果、得られる

データである。よって、調査地において、調査

者がすぐに入力することができるデータは、図

１の A と B のデータであり、C については、後日、

入力することになる。よって、システムへのデ

ータ入力は、一括で行うのではないことと、A と

B に関しては、調査時に入力することが必要であ

る。 

 

３．データベースの機能 

海洋汚染の要因を検討することや、現地調査

の現状を考慮し、データベースに必要な機能を

設定した。求められる機能としては、調査時に

データを入力でき、後日、入力したデータに対

して、化学分析を行った結果を追加入力する。

入力したデータをもとに、集計などを行う。調

査結果をマッピングし、データ間の関係性を、

視覚的に把握できるようにする。また、海洋汚

染に関する情報提供を目的として、これら結果

と、関連する情報を合わせて Web 上で提示する
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図１：調査項目 
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ことを勘案した。 

 

４．データベースの機能 

設定したデータベースの機能と、調査データ

の項目をもとに、データベースの仕様を決定し

た。図 2 が、今回、作成したデータベースのテ

ーブル定義である。 

テーブルについては、調査項目に加えて、海

岸の状況に関する写真、調査時のコメントなど

も、調査データと合わせて結果を表示させるた

め、項目を作成した。 

 

５．データベースの概要 

データベースの入力画面の一部分が、図 3 で

ある。調査データの入力については、CSV 形式に

よる一括登録に加えて、帳簿形式で入力も可能

とした。これにより、気温、砂温など、現地で

測定した結果を、その都度、入力することがで

きる。 

調査解析結果については、GoogleMap 上に調査

地点を示すとともに、写真と測定データから、

グラフ化し、表示させるようにした。よって、

数値だけでなく、視覚的に把握することが可能

となり、海洋汚染の状況を把握しやすいと考え

らえる。また、データベースと連携することで、

調査データや解析データを、入力、更新した際

に、その結果が、単なる数値だけでなく、即時、

視覚化し、確認することができるため、環境汚

染の最新の状況を把握することが可能である。 

６．今後について 

現在、作成したデータベースに対して、デー

タの登録を行っている。今後、作成したシステ

ムを、実際の調査に使用し、ユーザーインター

フェイスの改良、テーブル設計の見直しなどを

行っていく予定である。また、情報発信ツール

としての利用を考えて、Web 上からのアクセスだ

けでなく、スマートフォンからの登録方法を検

討し、簡単な操作で、調査を行なえるスマート

フォンアプリの開発を進めている。これにより、

限定的な調査項目で広範囲のデータを広く大量

のデータを収取することが可能になると考えら

れる。 
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